
2025年度「防災教育チャレンジプラン」実践活動報告

ジュニア防災リーダー
育成プログラム

「自助から共助へ」
豊⾒城市⽴豊崎中学校コミュニティ・スクール



豊崎中学校とコミュニティ・スクール
• 令和6年4月16日開校
• 市内4校目の中学校
• 伊良波中学校から分離
• 生徒371名 職員40名
• みんなで創る︕夢・実現する学校
• 校⻑ 大城正篤
• ＣＳ会⻑ 仲本豊（自治会⻑）
• ＣＳ委員 15名
• 新しい街づくりが進められる
• 防災拠点の機能を持つ



豊崎中学校が津波避難ビルに指定される
※津波警報・大津波
警報発表時は夜間
や休日でも門扉や
校舎及び体育館入
口の電気錠が自動
解錠され、屋上等
（避難スペース３階
以上）へ避難するこ
とができる。
※津波注意報では
解錠されない。



豊崎中学校 コミュニティ・スクールの方針
「熟議を大切に」

• 令和6年４⽉3日の台湾東沖
地震から、本校の地域的機能
や役割について改めて実感

• 地域の防災拠点で学ぶ子供た
ちに、日頃から防災意識を⾼め、
「自助から共助へ」と地域に貢
献できる人材の育成を目指す。

【昨年度からの方向性】



令和7年度
豊⾒城市⽴豊崎中学校

防災⼒向上プログラム始動

豊崎中学校・コミュニティ・スクール



令和7年度「豊崎中学校防災⼒向上」
の具体的実践計画

• 学校は防災の視点で
授業や⾏事を横断的
に考える

• 生徒会活動に防災を
担当する部署を置く

• ⾏政や他機関とのつな
がりを重視

• 自治会、企業が合同
で避難訓練を計画

• PTCA活動とコミュニ
ティ・スクールとの協働

学校 自治会・
地域

企業 PTCA

豊崎中CS



令和7年度「学校⾏事×防災」の視点を重視︕
１０の取り組み提案

１．小中連携教職員研修
２．学校⾏事へのアプローチ
３．地域・企業との連携強化
４．⾏政とのタイアップ
５．生徒の防災意識向上計画
６．教職員の意識向上
７．「親子防災教室」の開催
８．保幼小中合同避難訓練
９．防災ゲームの活用
10．自治会との連携強化



1-1．小中連携合同研修会（防災教育）
１．ねらい

(1) 豊崎地区の学校職員として、災害・防災等についての知識を備え、減災のために事
前に必要な準備をする。

(2)児童・生徒や地域の安全を⽀えることができる能⼒を⾝につける。
(3)能動的に防災に対応することのできる能⼒を⾝につける。

２．日時 令和7年4月7日（月）
３．場所 豊崎中学校5階 多目的室
４．参加者 豊崎中学校職員・豊崎小学校職員 約100名
５．テーマ 「⼈が死なない防災の実現に向けて〜教職員としてできること〜」
６．講師 賀数淳 ⽒（元糸満市消防⻑、内閣府認定地域防災マネージャー）



1－2．小中連携合同研修会（防災教育）令和7年4月7日振り返り

（１）災害・防災等についての知識を備えることができた

（２）児童・生徒や地域の安全を⽀えるために必要
な知識について、どの程度⾝につけることがで
きたと思いますか。

（３）防災に関する知識を⾝につけ、自ら考え
て⾏動できるようになるための理解はどの
程度深まりましたか



1－3 小中連携合同研修会（防災教育）の振り返り意⾒集約
※アンケート回答65名の意⾒を集約

• 防災意識の向上と「自分事」化の必要性
• 「防災＝死なないための⾏動」という意識改⾰
• 教師の責任と判断の重み
• マニュアル化と具体的な⾏動計画の策定
• 危機管理（クライシスマネジメント）の重要性
• 「逃げること」の徹底
• 地域連携と訓練の必要性
• 知識と情報の継続的な学習
• 家庭と学校での防災意識共有
• 新年度初めの研修の意義 「命を守る防災」への意識の変容



2-1．スポレク大会に防災の視点を︕
１．防災リレーのねらい

防災技術と体⼒を競う、防災スポーツプロ
グラムを実施し、「火災時の煙避難」や「水
難の際の救助方法」、「負傷者の搬送」、
「迅速な消火活動」といった災害時に役⽴つ
様々な防災の知識と技を、競技を通して、
実際に体験しながら楽しく競技する。
２．令和7年6月20日（⾦）午前中
３．全校生徒
（各学級をＡ・Ｂ二チームに分けて競う）



2-２．防災⼒につながる興味を引く種目
①皆で協⼒︕バケツリレーで消火活動︕
②友達がケガ︕仲間で運ぶ徒⼿搬送︕
③⼈が倒れた︕命を救う⼼肺蘇生︕
④⼀⼈で出来る︕水消火器︕
⑤溺れている⼈がいる︕ロープとペットボトルで救助︕
⑥煙の中をかがんで避難︕キャタピラー歩⾏︕
⑦⾝近な道具でけが⼈搬送︕⽑布担架︕
⑧砂嚢で浸水を防げ︕⼀輪⾞搬送＆積み上げ︕
⑨避難住⺠をサポート︕避難所テント設置︕



3-1．地域・企業との連携強化
• 令和5年3月末に⻑年務めた消防官を退

職したご兄弟
• 在職期間中は、火災・救助・救急現場な

どあらゆる災害現場活動
• 東日本大震災や熊本地震にも緊急消防

援助隊として災害派遣され、被災地での
救助活動を⾏った経験

• 市町村や官公庁における総合防災訓練
等の⽀援

• 全ての現実は、夢から始まる（社訓）
• ミヤクリエイトは地域の課題解決に挑戦

代表社員
宮平 ⾠義さん

業務執⾏社員
宮平 ⾠史さん



2025年（令和7年）7月17日（木）沖縄タイムス

地
域
・
企
業
連
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生
徒
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意
識
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容



４．第19回豊⾒城市⺠のための防災講座
「自ら生き抜く⼒を育む教育」

• 2025年8月18日（月）10:00〜12:00
• 豊崎中学校5階 多目的室
• 主催者︓豊⾒城市役所総務課・豊⾒城市

教育委員会
• 若い世代から教育現場まで、幅広い視点から

防災について考える貴重な機会となった。



５．「防災標語」への挑戦
【ねらい】
豊⾒城市総務部総務課防災危機管理班が主
催する「防災・減災」をテーマとした標語コンテス
トに応募することで、自分や家族でできること、地
域住⺠が⼒を合わせてできることを考え、将来の
地域防災⼒担い⼿となる生徒、ジュニア防災
リーダーの育成を図る。
【取り組み期間】 6 月 1 日〜 6 月 30 日
【周知方法】生徒会各種委員（掲示・学習委
員会）にて、各委員へ周知し、チラシを配布する。
※中学生の部は5名の入賞者すべて本校生徒



５．「防災標語」表彰者（記事︓琉球新報）



６-1.「津波注意報」時の学校の対応
１．発生状況︓2025年7月30日（水）午前9時50分頃。当日は夏休み中の三者面談開催。
２．事象︓カムチャッカ半島沖で発生したマグニチュード8.8の地震により、市の放送で 津波注意報

が流れる。放送内容は「海にいる⼈は直ちに避難」「自宅にいる方は避難の必要なし」。
３．対応

(1)避難者の受け入れ︓近隣の豊崎小学校、保育園、学童等から、総勢300名近くの⼈々を避
難者として受け入れた。近隣住⺠の避難者は少なかった。

(2)学校の対応: 三者面談中だったが、職員は避難者の受け入れに対応。
面談を継続した学級もあったが、午後からは面談継続の指示が出された。
天候は晴れで高温が予想されたため、避難場所を4階と5階に設定した。

(3)情報確認と帰宅指示︓津波の到達予想時間は午後1時半頃。津波の高さは予想10ＣＭ。
役所の職員は学校に来なかった。午後2時頃役所に確認し、海岸に近
づかないよう注意喚起をした上で、順次帰宅を許可した。



6－2．⼀時避難所としての職員の対応
• 避難場所の確保と暑さ対策
• 避難誘導と交通整理
• 避難スペースの整備
• 衛生管理
• 水漏れ対応
• 団体ごとの教室割り当て
• 備蓄品の提供
• 情報提供
• 避難者の生活⽀援
• セキュリティ解除



7．「親子防災教室」 令和７年９月２日（火）

〜自主防災組織と防災意識の向上〜
• 自主防災会の紹介（15分）
• 共助を意識したジュニア防災

リーダーの役割（25分）
豊⾒城市防災マネージャー
松田博之さん

• 生徒のお礼※（3分）
• PTCA保体委員とのタイアップ



８．保幼小中「合同避難訓練」
１．訓練日時 2025年11月5日（水）10時
２．訓練内容 ・シェイクアウト訓練 ・避難広報訓練

・避難⾏動、避難誘導
３．目的 大規模地震・津波発生時における防災

意識の啓発と防災体制の向上

令和7年11月16日（日）沖縄タイムス令和7年11月6日（土）琉球新報



９．「防災ゲーム」の活用
「避難所運営ゲームHUG」
１．訓練日時 2026年1月15日（木）５・６校時

授業参観・第5回コミュニティ・スクール
２．ねらい
（１）災害発生時における避難所運営の課題を理解する。
（２）避難者の状況に応じた対応⼒と判断⼒を養う。
（３）主体的に避難所運営に参加する意識を高める。
３．実施体制
（１）1グループ︓ ７〜8名（内1名は読み上げ係）
（２）読み上げ係︓ グループ生徒１名
（３）職員︓ グループを巡回し、⽀援・アドバイスを⾏う。



10．豊崎自治会自主避難訓練 令和８年２月１５日

１．ねらい
①自治会で⾏う避難訓練の参加を通じて、災害時における安全意識を高め、生徒自
⾝の防災意識の向上を図る。
②実際の避難⾏動を体験することで、災害時に迅速かつ的確に⾏動できるようになる。
③住⺠同⼠や自治会、学校、⾏政、消防などとの連携を強化し、災害時に円滑な情
報共有と協⼒ができるようになる。
２．内容
①参集訓練（非常階段を利用し屋上へ︓入⼝の確認）
②防災講話（3.11東日本大震災の津波被害について）
③給⾷訓練（炊き出し︓豚汁）
④消火訓練（水消火器） ⑤煙ハウス体験、AED体験



成果と課題
成果

• 生徒の主体性と「共
助」意識の芽生え

• 実践的なスキルの習得
とリーダーシップの発揮

• 多機関との連携による
持続可能な体制構築

課題

• 活動の形骸化防止と
「質の維持」

• 家庭・地域への「防災意
識」のさらなる浸透

• 災害時における「実効
性」の検証とブラッシュ
アップ



学校・地域で「小さな成功体験を積み重ねる」



2025年度
ジュニア防災リーダー

育成プログラム
「自助から共助へ」

ご清聴ありがとうございました




